
定点報告の結果
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※西部保健所管内の指定された医療機関から報告された患者数を、１医療機関（定点）あたりに換算して計上しています。
※平成２７年第１４週から定点数が変更になったため、以前のデータと比較する際はご留意ください。
※端数処理のため、合計と年齢ごとの数値は一致しないことがあります。
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西部保健所（日田玖珠地域）の感染症情報
2024　　第19週（5月6日～5月12日）
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＊季節性インフルエンザの感染状況
定点当たり報告数は、県内で0.38（前週0.79）、西部管内で1.0（前週0.60）となっています。

県全体で定点あたり１．０を切り、流行基準値を下回っていますが、各個人での予防が大切です。外出して帰宅した

際には手洗いうがい等の予防を心がけましょう。

【予防】

・流水・石鹸による手洗い、アルコール製剤による手指消毒を心がけましょう。

・十分な休養とバランスのとれた食事を心がけましょう。

・室内では加湿器などを使って適切な湿度（５０～６０％）を保つことも効果があります。

【症状のある人は】

・インフルエンザを疑う症状（1～3日ほどの潜伏期の後に発熱・頭痛・全身倦怠感・筋肉痛・関節痛など）が見られ、

具合が悪い場合は、早目に医療機関を受診しましょう。

・咳やくしゃみ等の症状がある時は、家族や周りへうつさないように、｢咳エチケット｣を徹底しましょう。

＊COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の感染状況
定点当たり報告数は県内1.64(前週1.52)、西部管内で2.80(前週3.60)となっています。

県全体では感染者が増えてきています。各個人で感染予防を心がけ、体調を整えるようにしましょう。

また、陽性者は行動制限がなくなりましたが、発症後5日間かつ症状軽快後２４時間は外出を控えることが推奨されています。

コロナ発熱・受診相談ダイヤルは令和６年３月３１日で終了しました
※詳しい情報は、大分県HPにある新型コロナウイルスに関するお知らせをご覧ください。

https://www.pref.oita.jp/site/covid19-oita/

＊つつが虫病にご注意ください
つつが虫病は、草むらや草木のよく茂った場所でつつが虫（ダニの一種）に刺されておこる病気です。

衣類の隙間から入り込んで、内股、脇の下など皮膚の柔らかい部分を好んで刺します。

【症状】

・全身倦怠感、食欲不振、頭痛、悪寒、発熱など

【症状がある場合】

・１～２週間後に、風邪の様な発熱、赤い発疹、リンパ節の腫脹などの症状が現れた場合は、速やかに医師の診察を

受けましょう。

※この場合、山林、草地、川原に立ち入ったことを医師に話すことが必要です。

【予防方法】

（１）山林や畑に立ち入る場合は素肌の露出を避けるため、長そで、長ズボン、長靴、手袋などを着用しましょう。

（２）肌のでる部分には、人用の防虫スプレーを噴霧しましょう。

（３）作業終了帰宅後は、なるべく早めに風呂に入り、身体をよく洗い、皮膚に刺し口（トゲを刺した感じの箇所）がないか

点検した上で、必ず着替えをするようにしましょう。

https://www.pref.oita.jp/site/covid19-oita/
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なお、基準値はすべて定点当たりの報告数です。また注意報の「空白」は対象としないことを意味します。
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開始基準値 終息基準値 基準値

インフルエンザ 30 10 10

感染性胃腸炎 20 12
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